











































の形式が採られた。加えて、韓国養子の世界大会（2013 IKAA Gathering in Seoul）など彼
らの自助組織主催のイベントへの参与観察で得られた考察も本論文には含まれる。 
 
３．各章の構成と内容 
第１章では、国際養子縁組についてこれまで語られてきたことを確認し、そしてとくにア
メリカにおける「養子たちの母国文化を保つ行為」（＝母国文化保持活動：「カルチャー・キ
ーピング」）によって――かれらを同化するのではなく――かれらの多文化性を保持させよ
うとしている動きを検討した。まず、国際養子縁組の歴史と論議、そしてとくに韓国養子た
ちがオピニオン・リーダーとして位置づけられてきた過程について述べた。また、カルチャ
ー・キーピングを、当事者である養子や養親、かれらをとりまく人々が実践している様相を
捉え、国際養子縁組の場でいかに〈文化〉というものが重要と見なされているのかについて
述べた。 
第２章では、韓国養子の受入国における問題について論じる。まず受入国の代表的な存在
のひとつであるスウェーデンの韓国養子たちをとりまく動きについて述べ、そこでかれら
の位置づけがどのように変化してきたのかを探った。「静かなる移民」と呼ばれる国際養子
たちが、社会で受け入れられ、自己の位置づけを確立するためには、一定の〈文化〉を身に
着ける取り組みが求められる。そこでスウェーデン在住の韓国養子たちは自助団体を立ち
上げ、自ら「母国を知る活動」を行ってきた。このスウェーデン社会における養子たち主導
で行われてきた「カルチャー・キーピング」的活動は、実は周りからの期待に応えるため、
つまり受入国や母国からの期待に応えるようなアイデンティティの形成をめざす行為につ
ながる傾向にあると考察した。 
第３章では、韓国養子たちの送出国である韓国におけるかれらの位置づけについて述べ、
受入国・送出国のいずれにおいてもかれらや周りの人々、そして社会との間に起きている摩
擦――国籍とアイデンティティを中心とする問題――について論じた。本章の焦点は送出国
側である韓国社会と養子たちとの関係にあり、これまで韓国から世界各地へ送り出されて
きた国際養子について、かれらの「重国籍」取得とアイデンティティの問題が論じられた。
本章での考察として、第１に、「国民」という枠のあいまいさが挙げられている。韓国養子
たちは重国籍制度により法的地位は韓国の「国民」となりうる。だが、それはあくまでも「国
益に寄与する外国からの民」という位置づけに留まる。第２に、かれらにとって「重国籍」
という選択は、両国への帰属というよりもむしろ、どちらか一方に完全に所属することの居
心地の悪さを示していた。そして第３に、かれらのアイデンティティは、重国籍のように複
数のアイデンティティをもつのではなく、それとは異なるトランス・ナショナルなアイデン
ティティを志向しつつあることが考察された。 
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第４章と第５章では、韓国養子たちの今後の方向性について、グローバル・ナショナル・
ローカルの各レベルから探った。前述のように、受入国と送出国それぞれの国籍やナショナ
ル・アイデンティティのいずれにも完璧に合致することがないアンビバレントな状態にあ
るにもかかわらず、周りからは両国間の「架け橋」としての行為を期待されている韓国養子
たちが、自らの位置づけを改めて探るべく、この 30年ほどの間に世界各地に自助団体を立
ち上げ、さらにはそれを越境的な組織へと発展を遂げてきた様相を検討する。着目点は、か
れらがグローバルな志向性を示すとともに、ローカル社会――母国である韓国社会――との
関係構築および社会変容に向けた働きかけを強化してきたことである。他方で、かれらのト
ランス・ナショナルな働きかけが必ずしも韓国社会に受け入れられていないこと、そしてか
れらと韓国社会をうまく架橋しようとする〈媒介者〉的な人々が存在していることにも、本
論文は着目している。 
終章では、本論文の結論と課題を示すことを試みた。とくに韓国養子たちの動きが示唆す
るものから抽象の度合いを上げ、一般化しうる位相での今後の方向性・可能性、そして今後
の課題としての新たな「トランス・ナショナリティ」の動きを検討した。その議論の狙いは、
それまでの知見を踏まえて、脱国民文化と脱アイデンティティの問題を検討すること、そし
て領域的アイデンティティをこえる課題としてのトランス・ナショナリティの可能性を提
示することにある。 
以 上 
